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　接着材料と技術の進歩に伴い，歯質の接着，補綴装
置の装着，補修など，さまざまな分野に接着技術が導
入されている．歯根破折は歯の保存が困難な症例の代
表格であるが，接着材料の応用により，歯の延命を図
る試みがあり，広く海外にも紹介されている．公益社
団法人日本補綴歯科学会の第 122 回学術大会（2013
年 5 月 19 日：福岡）において，表題のシンポジウム
が開催された．当日は当該分野のスペシャリストであ
る３名の研究者をシンポジストとして招聘し，活発な
質疑応答があり，意見交換も行われた．そこで，本号
では，シンポジウムの内容について各シンポジストか
ら原稿をいただき，会員に対し「垂直破折歯根の接着
再植治療」の現状を広く紹介することを企図した．シ
ンポジウムの抄録については以下に概略を示すが，本
号への寄稿はシンポジウムの内容が保存可，かつ何時
でも参照可能の形でまとめられている．
　北海道大学の菅谷　勉准教授は「垂直歯根破折の実
態と接着治療の理論的背景」と題し，歯科保存学の観
点から破折の病態，炎症の原因，接着治療の術式と臨
床成績について報告を行った．その結果，歯周組織が
健全に保たれた場合，破折歯に対する接着治療の経過
は良好であることを示した．このことを含め，保存の
立場から，接着材料と生体組織の界面について，わか
りやすく解説されていた．
　接着歯冠修復を永年手がけている眞坂信夫会員は

「垂直破折歯根の診断，臨床術式，治療成績」につい

て，多くの臨床例を供覧し，長期成績についての報告
を行った．破折歯の接着保存法は，近年開発された診断，
治療機器との併用により，より確実性が増したとのこ
とを実例とともに示した．
　大阪大学の峯　篤史助教は「“2013 年における”歯
根破折防止策の文献的考察」とのテーマで，現在進行
中の研究を含め，第三者的視点から，歯根破折の防止
についての文献紹介と考察を行った．その結果，支台
築造の臨床において「昔の教科書にはさる記載がある
が，今はそうでもないのではないか」と疑問を抱くよ
うな事項が，実際に「そのことについては接着材料
の普及とともに，現代風に書き換えられるべき時期と
なった」という例も少なからずあることを示す結果と
なった．
　今回のシンポジウムにおいて，器材と術式の選択，
適用症例の検討等，いくつかの留意点を踏まえた上で
施術された場合，垂直破折歯根の接着再植治療は，良
好な経過を示す症例が多いことが示された．
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